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令和４年大磯町議会 

３月定例会一般質問（２月 24日・25日） 

質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

１ 

６番 

二宮加寿子議員 

（ 70分 ） 

9:05～10:15 

   

１.豊かな自然環境と共生する快適なくらしやすいまちづくりについて 

2030年に向けて国連が推進している持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）が

始動されているが、地球温暖化の現象が気候変動にも影響が及んでいる。

その緩和と適応に向けた取組みなど、生物多様性の減少など環境政策は喫

緊の課題と思う。町では、環境基本条例の基本理念を総合的、計画的に実

現していくために環境基本計画を策定し、環境の保全等の取組みを進めて

いる。この計画は、令和４年度をもって計画期間が満了となり、新たな環

境基本計画（第３次計画）を策定することとし、アンケートが実施された。 

総合計画基本構想（2021～2030）の柱Ⅲ「快適でくらしやすいまちづく

り」に「先人が遺した自然や歴史・文化との関わりを大切にし、住み続け

ることに楽しさや生きがい、充実した人生を実感できる快適なくらしの実

現を図る」とあり、「身近な自然環境空間の形成」に「自然と調和した歴

史、文化資源とともに高麗山や鷹取山などの豊かな山林や緑地、こゆるぎ

の浜などの美しい風景や貴重な生態系など遺された優れた自然環境の保

全・再生に努める」とし、「また海岸や河川、里山などの人と自然とがふ

れあい楽しめる環境づくりを推進します」とあるが、具体的な取組みを伺

う。 

また、日本古来の植物を侵食してしまった外来種植物についての特定外

来植物生態系被害防止外来種の取扱いは。 

 

２.未来の子どもへの応援支援について 

 支援を必要とする妊産婦、子育て世帯、子どもを対象とした新たな家庭

支援の推進と包括的な支援体制の整備における取組みを伺う。 

（１） 地域における子どもの居場所づくりについて 

① 町の実施する放課後子ども教室の目的と運営体制は。 

② 放課後子ども教室と学童保育との違いは何か。 

③ コロナ禍における事業（放課後子ども教室と学童保育）の実施状  

況や新たな事業展開の検討は。 

（２）養育支援訪問事業における町の実施する産後ケア事業の状況は。 

 

３．子どもたちの教育機会の確保と拡充 

 誰もが自らの能力を引き出せるよう、大磯町の「教育ビジョン」に期待

を寄せているが、今後の学習支援のあり方として進めていくＧＩＧＡスク

ールやコミュニティスクール、インクルーシブ教育は大切であると思う。 

 どのような体制で臨む行動計画となるのか。将来の展望も含めた包括的

支援となるのか伺う。 
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２ 

２番 

吉川 重雄議員 

（ 90分 ） 

10：35～12：05 

   

１. 町民の負託に応えた町政ができているのか 

中﨑町長が行っている町政運営の中で、 

（１）町長自身の選挙公約であった「中学校給食事業」が開始されてから

２年たらずで、当事者の中学生に拒まれて頓挫したままになっている

問題。 

（２）地域包括支援センターの設置責任主体である町が、社会福祉法人の

大磯町社会福祉協議会と委託契約している地域包括支援センターの

問題。 

（３）本年１月 31日に突然町から情報提供された東海大学医学部付属大

磯病院の事業終了の問題。 

（１）～（３）の問題は、私たち町民にとっては、大変重要な問題である。

これらの問題から中﨑町長の行政運営は、町民の負託に応えた町政ができ

ているのか。町長の見解を問う。 

 

町 長 

３ 

13番 

鈴木たまよ議員 

（ 60分 ） 

13:05～14:05 

 

１.町は町民の信頼をどのように回復していくのか 

 行政の運営について、町民から不信の声がとても多く寄せられている。 

陳情審査や委員会で調査されるも、町民の声が受け入れられているのか、 

先の見えない不安から、行政に対して不信感や諦め感が大きくなってい 

る。中でも、昨年３月末に地域包括支援センターの全職員が退職するとい 

う異常事態が発生した大磯町社会福祉協議会の問題や、昨年陳情が提出さ 

れた大磯町立大磯幼稚園の民営化については、問題視している町民がとて 

も多く、納得いくまでの情報提供や話し合いがないまま事業が進められて 

いくことが、町民の町への不信感を増幅させていると、私は思う。 

以下の２つの問題点について、今後、町はどのように町民の信頼を回復 

していくのか。どのように町民に歩み寄り、問題を解決し、責任を果たし 

ていくのか。町の考えを問う。 

（１）大磯町社会福祉協議会の委託元としての監督・指導について 

（２）大磯町立大磯幼稚園民営化について 

 

町 長 

教育長 

４ 

３番 

石川 則男議員 

（ 90分 ） 

14:25～15:55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.黒岩公民館の建て替えと地域会館の移管について 

 平成５年、黒岩公民館の土地を大磯町に寄附し、また平成４年以降 12

回も黒岩公民館の建て替え要望を大磯町に提出したにもかかわらず、今日

まで実行されていない問題について、再度問うものである。 

（１）令和３年 12 月下旬、黒岩地区の方々と役場駐車場にてばったり会

った。「黒岩公民館の建て替え」について、町と話し合いを行うとの

ことであったが、今後どのような課題があるのか。 

（２）「黒岩公民館建て替え」を進めるにあたっては、大磯町の全面的な

応援が必要と思うが、町として全面的な応援をする考えか。 

（３）地域集会施設の役割を町はどう考えているか。また、地域会館を町

としてどう活用する考えか。 

（４）100億円の予算を持っている町が、維持管理できないと判断した地

域会館を数十万円から数百万円しか予算を持っていない町内会が、維

持管理、建て替えができると町が考える根拠を問う。 
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２.大磯町社会福祉協議会について 

 社会福祉法人大磯町社会福祉協議会の大きな事業の一つである、地域包

括支援センターのメンバー全員が、令和３年３月末、引継ぎも許可されず

辞めることになった問題等について再度問う。 

（１）非常勤職員に提示した雇用契約書において「契約更新の有無」の部      

  分が「ロ.継続する場合がある」から令和２年度「ハ.更新しない」    

  に変わったことやその理由について、昨年 12 月議会において、その

事実や理由を把握していないとの答弁であったが、その後調べたの

か。非常勤職員に「更新しない」という契約書にサインをさせておき

ながら、かつ雇用契約書を「継続する場合がある」という以前の契約

書に戻してほしいと言う要望も聞き入れず、町に対し包括の職員が退

職するので困っている、というのは全く矛盾している。こんな運営し

かできない社協幹部と随意契約を結ぶのか。 

（２）大磯町地域包括支援センターの方々が、令和２年度末に全員辞めた

理由について、昨年 12月議会において、「非常勤職員の方は単年度契

約を交わしており、令和３年度については、職員と法人が雇用契約の

合意に至らなかったと聞いている。また、２人の職員の退職の理由に

ついては把握できていませんし、していません。」との町長答弁があ

った。地域包括支援センター業務は、大磯町社会福祉協議会にとって、

重要な業務であり事業である。そこで働いている職員７名全員が辞め

た理由を調べないで、社協の正常化が果たせるのか。 

（３）令和３年４月１日～令和４年１月末までの間、地域包括支援センタ

ーで採用・転入した人数及び退職・転出した人数を職種別に回答いた

だきたい。 

（４）令和４年１月 20日のある新聞に、看護師紹介料１人 76万円（民医

連令和３年９月調査）という記事が載っていた。令和３年４月１日～

令和４年１月末までの間、地域包括支援センターで採用にかかった費

用はいくらになるのか。社協の経理は正しく処理されているのか。 

（５）福祉事業において、引継ぎは極めて重要と認識しているが、令和３

年３月末で退職または解雇した地域包括支援センター職員に対し、社

協幹部が引継ぎをさせなかったかについては、確たる事実は把握して

いないと昨年 12月議会の町長答弁であったが、その後調べたか。 

 

３.町民のささやかな要望にどう応えるのか 

（１）長者町にもごみ屋敷があるが、付け火や不審者が住み着かないよう

声が上がっている。また、ごみ屋敷の蔦が隣家に伸びてきて困ってい

るとのことである。更には、ＮＣＲ跡地の雑草が伸び放題になってお

り、隣家は付け火を心配している。町として要請書を所有者に出した

と聞いているが、今後どう進めていく考えか。 

（２）妙輪寺の海側出入口の電柱は、車の通行の妨げになっているので、

電柱を移設するか、カバーを柔らかいものにしてほしいという要望が

あるが、どう対応できるか。 

（３）なぎさの祭典（コンサート・花火大会）・宿場まつりが廃止される

と聞いたが、どこで決定をしたのか。復活してもらえないか。 
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（４）教育ビジョンの政策・浸透には、町民の理解・協力が不可欠と考え

るが、今後どう進めていく考えか。 
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質問議員 質 問 事 項（ ２ 日 目 ） 答弁者 

５ 

    10番 

飯田 修司議員 

（ 80分 ） 

9:00～10:20 

 

１.土地等の物件の購入に際して、町民への早期の還元が大事だと考える

が、下記の２件の物件に対する町の考えを問う 

（１）万台こゆるぎの森 

① 万台こゆるぎの森の買上げ時の土地の評価額はいくらか。 

② 当時の固定資産税額はいくらか。 

③ 現在の賃料はいくらか。 

④ 町がいくらで買い取り、国府本郷西小磯一号線（通称マリア道）   

の道路拡幅整備にいくら町費を投じたのか。本来の目的は何であっ

たのか。 

⑤ 売却の話が聞こえてくるが、町の考えを問う。 

⑥ 当初、開校にあたっては素晴らしい計画が予定されていたが、大 

磯町民の共有の財産として、開放していただき、町民の理解と納得

を得られるようにできないか。 

（２）駅前洋館 

① 当時、いくらで買い上げたか。 

② 買い上げ額の土地・建物の内訳は。 

③ 近隣に不動産屋がたくさんあるが、当時、相場を確認したのか。 

④ 現在の賃料は、また賃料９年間の総額はいくらか。 

⑤ 建物の修繕費の総額はいくらか。 

⑥ 大磯町民にとって最良の方法、利活用について、町はどのように 

考えているのか。 

 

２．中﨑町政３期 11年の間に、大磯中学校の校舎整備になぜ、着手でき

なかったのか、下記について町の考えを問う 

（１）その理由は。 

（２）12年目にしても、青写真一つできていないが、いつ校舎整備に取り

かかるのか。 

（３）新庁舎建設を後回しにしても、学校教育現場を先行していく考えは

ないのか。 

（４）校舎整備の中で、自校方式の中学校給食を忘れてしまっていないか。 
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町 長 

教育長 

６  

   ８番 

鈴木 京子議員 

（ 90分 ） 

10:40～12:10 

 

１.東海大学医学部付属大磯病院の継承について 

 東海大学大磯病院は 2023年２月 28日で終了、翌３月１日に医療法人徳

洲会に引き継がれるということだが、官公庁の許認可の承認が条件とされ

る。 

病床数、災害時の協定、病棟の新改築、産科や小児科の再開等を含め、

見通し、手続き等での協議状況を問う。 

 

２.大磯町社会福祉協議会の体制強化について 

 大磯町社協が果たす役割は、町民生活にとって非常に重要であることは

論をまたない。福祉文教常任委員会の閉会中の審査で、住民サービスの低

下や会計処理の諸問題が認められた。 

 社協ゆえに提供できるサービス事業がいくつか廃止されたが、再開が待
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たれる。地域包括支援センターは、町全体の在宅医療・介護連携、認知症

施策など地域支援事業の充実を図るかなめである。町は公金の使途の透明

性の確保も含め、調査、指導監督を行い、社協の体制を図る必要があると

考える。町長の見解を問う。 

 

３.万台こゆるぎの森の開発について 

 星槎グループ学校法人国際学園の具体的な計画の把握状況は。税金で新

設・拡幅を行っている通称マリア道の整備にいくら費やしたのか。マリア

道の完成後、建築が可能になるまでの手続きについて問う。 

 

４.教育委員会の議論の「見える化」を 

 町立大磯幼稚園の民営化や公共施設の管理計画についての議論が見え

ないことは遺憾であり、関係者に誤解を与えかねないと考える。事務連絡

調整会議は非公開で、会議録も無い。熱心な大磯町教育委員会の議論の「見

える化」を図る考えはないか。 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

教育長 

７ 

15番 

渡辺 順子議員 

（ 90分 ） 

 13:10～14:40 

 

１.大磯町社会福祉協議会の諸問題について問う 

（１）地域包括支援センターの事業活動報告書が昨年７月から現在まで提

出されていないとのことであるが、５か月も報告書が提出されない原

因について町は調査したのか。 

（２）現在、社協では地域包括支援センターの相談員、主任ケアマネ、受

付事務などを募集しているが、昨年４月から現在までの職員配置状況

はどのように変化しているのか。 

（３）現在の通所介護サービスの利用状況と令和元年度で訪問介護事業を

止めた理由は。 

（４）県にヒアリングした際、「まんてん」のような施設をもつ社会福祉

協議会は珍しいと聞いた。社協における「まんてん」の位置づけにつ

いて町の認識は。 

 

２．条例や計画の進行管理について問う 

（１）大磯町再生可能エネルギー利用設備の設置等に関するガイドライン

では、大磯町省エネルギー及び再生可能エネルギーの利用の促進に関

する条例第７条に規定するエネルギー事業者が、大磯町内において再

生可能エネルギー利用設備を設置するにあたり、生活環境、自然環境、

景観に配慮すべき事項を定めている。しかし、全国的に台風、積雪、

豪雨などによる甚大な被害が発生しており、太陽光パネルの設置場所

が問題になっている。町のガイドラインの調整事項では、急傾斜地へ

の設置は災害防止の観点から避けること、となっているが具体的な設

置基準を定めるなど、早急な見直しが必要ではないか。 

（２）大磯町は平成 17年に景観法に基づく景観行政団体となり、平成 20

年に大磯町景観条例を、平成 21 年に大磯町景観計画を策定したが、

最近著しく景観を損なう大きな看板やのぼり旗、照明などを見かける

ようになった。景観計画第８章では、屋外広告物については神奈川県

屋外広告物条例に準拠しているが、本町独自の屋外広告物条例の制定
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を目指すとしている。進行管理が必要ではないか。 

 

３.５歳から 11歳までの新型コロナワクチン接種等について 

 国は、５歳から 11 歳への新型コロナウイルスワクチン接種を３月から

開始すると発表した。オミクロン株による感染が拡大しており、ワクチン

接種が受けられなかった子どもたちにも接種を受ける機会が与えられた

わけである。次の点を質問する。 

（１）大磯町での接種対象者数と接種スケジュールは。 

（２）小児用ワクチンとのことだが、12歳以上のワクチンとの違いは何 

か。 

（３）接種に際して注意すべきことは何か。 

 

 

 

町 長 

８  

    １番 

清田 文雄議員 

（ 40分 ） 

 15:00～15:40 

 

１.通学路の安全対策における現状と対策は 

 昨年の千葉県八街市での痛ましい児童の事故を受け、町でも実施した通

学路の合同点検やその対策については、先の二宮議員の一般質問でもあっ

たが、国交省は昨年末に500億円の補正予算を計上し、通学路の安全対策

に取り組むなど、今後、通学路の安全確保は、全国的にも更に重要な対策

になると考える。 

 そこで、町の対応について次の点について質問する。 

（１）国の補正予算では、通学路の主な安全対策として、１.歩車分離式  

  信号の設置、２.速度規制などの標識の設置、３.横断歩道の整備、４.

歩道の設置や拡幅、５.ガードレールの設置等の対策が進められると

の事だが、町で昨年行った通学路交通安全プログラムによる、合同点

検の結果では、どのような対策が必要で、その対策について、各関係

部署とはどのような連携、調整を行っているか。 

   また、連携、調整後の通学路の安全対策は、どのように行っている

のか。 

（２） ハード対策への取組み以外に、通学路自体を変更するなど、ソフト 

面での安全対策の取り組み状況についてはいかがか。 

 

町 長 

教育長 

 

 

８名１８問 

時間は、事情により変更になる場合がありますのでご了承ください。 


